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 』                   坂村 真民 作 

冬のさなかにうまれた者が 少しの寒さにふるえていて どうするぞ 

裸木を見よ  いっさいを脱落させて リンリンと 寒風に おのれをさらし  

毅然として大地につっ立っているではないか 

弱音やぐちが出そうになったら 裸木の前に立て  そして、その命に触れろ 

朝日夕日に光る 巨幹万枝の姿を見つめろ 

 

 明けましておめでとうございます。新年のはじまりにあたり、上の詩を紹介させて頂きました。

皆さんは、年末年始をいかがお過ごしでしたか。これから寒さが一段と厳しくなる頃を迎えますが、

私は前号でも触れましたように、寒風の中に身を置くことも良いものだと思っています。心に迷い

があったり、行き詰まりがあったりした時、寒風はそれらの雑念をそぎ落とし、心を引き締めてく

れるように思えるからです。坂村先生の達観の域には到底至りませんが、この詩の言わんとすると

ころを常に心に留めておこうと思っています。さあ、また巡り行く一年が始まりました。 

 

 

 

 

 楽しかったクリスマスやお正月のあった冬休みが終わり、いよいよ１年間のまとめとなる３学期

が始まりました。今学期は、3ヶ月後の４月に進級するための大切な準備の期間です。６年生には、

卒業に向け、学年が、また、クラスが一つになり、心に残る楽しい小学校生活の思い出をつくり、

締めくくってほしいと願っています。登校日数にすれば５０日ほどの３学期です。一日一日を大切

にし、寒さに負けずに、健康（インフルエンザやその他感染症）に気を付けて、毎日を過ごしてい

きましょう。児童個々の１年間の成長を、間近で実感できる３学期にしたいと切に思っています。 

・その他、お知らせ  

 

 

 

 

 １６ 号 

令和 7 年（ 2025 年） 1 月 10 日 

豊中市立東豊台小学校長 瀧田益大 

地震・火災避難訓練の実施について  

 1月 17日（金）に、地震・火災を想定した避難訓練を実施します。1995年、

今からちょうど 30年前の 1月 17日の早朝 5 時 46 分に起きた阪神淡路大震災

は 6千人以上の人命を失う大惨事でした。豊中市も大きな被害を受けました。

保護者の皆さまには、できれば当時（他市におられても）の様子をお子様に伝

えて頂き、命の大切さや防災について家庭でも話し合って頂ければ幸いです。 


